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本論文は, Internetにおける広域な動画像通信環境の構築に関して筆者がおこなった研
究をまとめたものである｡この研究の目的は､ Internetを用いて動画像情報を広城にかつ
普遍性をもって提供できることを可能にするｼｽﾃﾑを提案し構築することである.こ
のためには､ Internet上に存在する様々な格差を吸収するﾓﾃﾞﾙやｼｽﾃﾑが必要であ
る.本論文では,広域な動画像通信環境の実現を目指して,双方向動画像通信における
ﾕ-ｻﾞの利用環境の違いの吸収および大規模な動画像惜報発信におけるﾃﾚﾋﾞとInternet
の融合という2つの事柄について研究を行った.

まず,ﾋﾞﾃﾞｵ会議ｼｽﾃﾑにおいてﾕ-ｻﾞのInternet利用環境の違いを吸収する研究を
行った.現荏のﾋﾞﾃﾞｵ会議ｼｽﾃﾑは,ｱﾌﾟﾘｹ-ｼﾖﾝﾌﾟﾛﾄｺﾙやﾃﾞ-ﾀ圧縮形式
の違いにより,異なるﾋﾞﾃﾞｵ会議ｱﾌﾟﾘｹ-ｼﾖﾝ同土では相互に通信が行えず,ﾕｰ
ｻﾞの利便性を損ねる.また,ﾈｯﾄﾜ-ｸの帯域格差も問題となる.広帯域のﾈｯﾄ
ﾜｰｸと狭帯域のﾈｯﾄﾜ-ｸが混在するInternet上で広域にﾋﾞﾃﾞｵ会議を行う場合,通
常,狭帯域のﾈｯﾄﾜ-ｸに合わせて通信品質を低下させるため,広帯域のﾈｯﾄﾜ-
ｸでは帯域に余裕があるにも関わらず,低品質のﾃﾞ-ﾀしか受け取れないという間題が
生じる.本研究では,このような問題を解決するために,個々のﾋﾞﾃﾞｵ会議ｼｽﾃﾑの
ﾃﾞ-ﾀ形式を相互に変換したり,ﾃﾞ-ﾀ量を調整したりする機能を持つﾋﾞﾃﾞｵ会議ｼｽ

ﾃﾑにおけるｱﾌﾟﾘｹ-ｼﾖﾝｹﾞ-ﾄｳｪｲPRISM (PRactical lnter-videoconferencing
system Model)を新たに提案した. pRISMは,ﾌﾟﾛﾄｺﾙやﾃﾞ-ﾀ圧縮形式の相互変換
を中間形式を介して行うことで新たな形式-の対応を容易にしていることや,個々のﾋﾞ
ﾃﾞｵ会議ｼｽﾃﾑに依存した部分を独立したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとして開発しているという特徴
により,従来のｼｽﾃﾑに比べて拡張性に優れている.

次に,ﾃﾚﾋﾞとInternetを融合し, Internet上で大規模に動画像情報を発信するｼｽﾃﾑ
の構築を行った.このｼｽﾃﾑ構築のためにはﾃﾚﾋﾞとInternetの違いを考慮したｼｽﾃ
ﾑ設計が必要になる.本研究ではｼｽﾃﾑ構築時に基本的設計方針について新しい種々
の提案を行い,全国高等学校野球選手権大会をInternetに中継するｼｽﾃﾑを構築した.
構築したｼｽﾃﾑは,ﾃﾚﾋﾞ放送用のｱﾅﾛｸﾞ映像からﾘｱﾙﾀｲﾑにJPEG静止画像,
MPEGﾋﾞﾃﾞｵｸﾘｯﾌﾟを生成することができ,ｽﾄﾘ-ﾑﾒﾃﾞｲｱから蓄積型ﾒﾃﾞｲｱ
へのﾘｱﾙﾀｲﾑ変換を実現している.また,複数台の提供ｻ-ﾊﾞによる員荷分散や共
右ﾒﾓﾘ利用による処理の高速化などの工夫により,ｱｸｾｽ集中時負荷に対処できる
工夫を行った.構築したｼｽﾃﾑを実際に運用して得られた評価結果から, nternetがﾏ

ｽﾒﾃﾞｲｱとしても右効であることを実証した.

本論文では,まず,汎用ﾋﾞﾃﾞｵ会議ｼｽﾃﾑPRISMについて説明する. PRISMの設
計,実装について述べた後,評価実験によりその右効性を示す.次に,大規模動画像情

報発進ｼｽﾃﾑについて説明する.ｼｽﾃﾑ設計および構築について述べた後,実際に
運用して得られた評価結果について示す.
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論文蕃査結果の要旨

本論文は, Internetにおける広域な動画像通信環境を実規に向けて,ﾋﾞﾃﾞｵ会議ｼ
ｽﾃﾑにおけるﾕ-ｻﾞ環境の違いを吸収する手法と,ﾃﾚﾋﾞとInternetを融合し
Internet上で大規模に情報発信をする手法について述べられており,その有効性と実
用性を示している.本論文の成果は以下に要約される.

1.汎用ﾋﾞﾃﾞｵ会議ｼｽﾃﾑ実現おため,新たにｱﾌﾟﾘｹ-ｼﾖﾝｹﾞ-ﾄｳｪｲ

pRISM (PRactical lnter-videoconrerencing System Model)を介した通信ﾓﾃﾞﾙを提案

し,そのﾓﾃﾞﾙを実装し,その有効性を評価している.既存のﾋﾞﾃﾞｵ会議ｼｽﾃﾑ

では不可能であった利用ﾕ-ｻﾞのｱﾌﾟﾘｹ-ｼﾖﾝとﾈｯﾄﾜ-ｸ帯域の相違を吸

収することを可能とし､ Internet上で汎用的にﾋﾞﾃﾞｵ会議を行える環境を実現してい

る.

2.ﾃﾚﾋﾞとInternetを融合し, Internet上で大規模に情報を発信するｼｽﾃﾑを構築
し,その設計指針について明らかにしている｡ Internet上でﾃﾚﾋﾞ放送と同様のｻ-
ﾋﾞｽを実現する場合,視聴環境の違いや大量ｱｸｾｽへの対処などを考慮しなけれ
ばならないが,種々考案した指針にそってｼｽﾃﾑを構築することにより, Internet
上でﾃﾚﾋﾞと融合した大規模な情報発信が実現できる.

3.上記設計指針に基づいて構築したｼｽﾃﾑを全国高等学校野球選手権大会の
Internet中継において実際に運用し,その右効性を示している.構築されたｼｽﾃﾑ
は,ﾃﾚﾋﾞとInternetの違いを吸収して,大規模な情報発信を実現できており,
Internetのﾏｽﾒﾃﾞｲｱとしての可能性を十分に示している.

以上のように,本論文はInternet上で広域に動画像通信を行う環境構築に寄与して
おり, Internetの利用拡大と普及および動画像通信の規模拡大に大きく員献してい
る.論文中で述べられている手法は,その右効性,実用性を十分示しており,
Internetにおける広域動画像通信研究の分野において,学術上,実用上寄与するとこ

ろが少なくない.よって本論文は,博士(工学)の学位論文として価値があるもの
と認める.


